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濁歌を示し，加熱菌浮游液は各株の非加熱皆野疫血清，加熱菌免疫血清，色素の光力三

四作用により死滅せる菌による冤疫血清により略同様に凝集ざれ，凝集歌態は顯粒状

を呈せり。爾ぼ色素の光力學的作用により死滅せる菌の潜門血清中に於けるH及Vi

「レツェプト ・一ル」に甥する凝集素の存在を確めんと欲し，飯村Lsy，飯村Vi菌の色素の

光力學的作用により死滅せる菌の冤疫血清に嘗てカステラニー吸牧試験を行へり。

 カステラニ∴吸牧試験。冤疫血清は上に述べたる飯村1・sy，飯村Vi，冤疫血清，吸牧

菌液は千葉の非加熱菌，加熟菌の二種。吸牧：方法は安住氏に依る。吸牧の結果は飯村

Lsy，冤罪血清を千葉門門菌液で吸干せる時評ち0凝集素を勢門せる血清は八百倍稀

澤に於てもH「レツェプ1・ 一ル」を有する千葉非加熟菌を凝集するを認めたり。更に千

葉非平野菌にて吸牧せる場合帥ちH．0．凝集素を吸牧せる血清はVi「vツェプトPルJ

を有する飯村Lsy菌飯村Vi菌，岡崎V菌を各四百倍まで佐藤VW菌を二百倍まで凝集

するを認めたり。飯村Vi冤疫血清は三等試験の結果H凝集素を認めたるもVi凝集素

を認むること能はざりき。依って色素の光力學的作用によ、り死滅せる菌による冤疫1血

清中にはViは不定なるもH，0の凝集素は常に存在するを認めたり。

立竺座シ壷2控ケ三民瓦斯壊疸菌の

生物學曲並に冤疫心的性歌に激て

          （原著獲表の豫定）

東京女子四壁專門學校細菌學教室

      中  西   清  子

 本門がウエルシ。，フレンケル爾氏によって獲見せられて以來明解者による本四研

究は實に少くないが併し今日猶本門の菌型に潤しては判然としてみなV・。私は多門の

本門菌株を蒐集し其に就て實験を行ふならば或は菌型分類に資するかと思ひ此實駿を

行った。實験材料の菌株としては本校の夏期無料診療に興る寄生最期強聴の際の糞便

から分離した121株を用ぴた。先づ生物學酌性歌より述べると本菌の形態並に染色に

於ては普通「アニリン」色素に良染し，グラム陽性，爾端僅かに饒圓な利i々大なる桿菌で

排列歌態は多く孤立し散在し時には蓮績するものもある。鞭毛を認あす。爽膜を動物膿

内で生じ芽胞は楕圓形，中門性である。本菌の實験に當っての培養方法はSchoetensack

氏法．TarOZzi氏肝臓「ブイヨン」一注，「パラヒン」重塾法，及減駆法等を場合に慮じて用

ひた。本菌は普逓野天には町育不良であって精々不透明の黄白色の集落を生す。Ta－

ozzi氏肝臓「ブイヨン」に於ては罪常に二二旺盛で盛浸．に瓦斯を磯生し液は張く二二
r
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する。Zeissler氏雫板に於てば溶血著明，．大なる邊縁円滑，回状に隆起した1黒潤，次

白色の不透明な集落を作り培養基基質は赤禍色に攣回し，之を好氣的に放置する時は

集落は緑回する。帥ち Zeissler氏による磯三型1に相當す。購粥培養基に於ては瓦

斯を爽生して獲育し三三しない。牛乳培養基に於では瓦斯四生を以て磯育し「カゼイ

ン」を凝固し培地を透明化するも凝固塊を滑化すす。「ゲラチン」は48時閲内に液化さ

れる。此の時「ゲラチン」培養基の上液が一様に1國濁し管底申央部に正二形の菌の沈澱

を生するものと，上液は透明となり管底に雲回状の菌の沈澱を生するものとの二種が

ある。次に糖類分解試験に於てSimonds氏分類に擦る第1型帥ちGlucose， Galactose

Levulose， Lactose， Maltose， SaccharQse， Inulin， Glyzerin等を分解しMannit， Dulzit
                                      ’
Isodulzit， Salicin等を分解しない菌株は38株，第証型即ち第1型と異りInulinを分解

しない菌株は34株，第皿型自Pち第1型と異、りGlyzerinを分解しない菌株は12株，第W

塑Pち第1型と異りlnuli・及びGIア多・・inを分解しない菌株は8株であった。其他に

Inulin， Salicin，．Glyzerin等を分解する菌株が6株， SaliCin，（｝lyzerin e分解する菌株

が17株，工nulin， Salicin， Glycerinの内・Salicinのみを分解する菌株が3株であった。．

本山がSalicinを分解するか否かに就ては異論があったが耳aIl．氏は1926年にSaljcin

分解性菌1株を三見しwilsdon氏は1931年に48株三見した。今同私も亦29株のSalicin

分解菌株を得たのであって．X一ルシ＝氏菌中にSalicin分解性菌株の存在するζとは疑

ひなき事實である。從って本四の菌型分類に三ってはSalicin分解性の有無を、も考

慮する必要があると信ずる。動物實験に於ては葡萄糖を加ptたTarozzische LObe滞一

boui110n 18時間培養菌液2．Oc．aを「モルモット」の内股部筋肉内に注射し本菌の「モル

モット」に謝する病原性を桧した。止ヒには糖類分解による各型の代表菌株2三巴を當て

實験したが大多激の菌株は18時間一3日以内に繁死し逞きは2週後に発死した。発死

したものを剖見すると局所より腹部，胸部，時には二部に三下腫を生じまた血性漿液

性滲出液の瀦溜を認め注射部組織は悉く三二に陥ってみた。

 冤疫三二反慮としては凝集反回と沈降三下を行ひ目下猫實子中であるが凝集反慮に

於ては糖類分解によ．る代表菌株2株宛の家兎二王血清を作IJそれに杢菌株の凝集反慮

を試みた。其結果第1型の第29株並に第、113株の三二三二に於ては三門疫菌株にのみ

凝集し，第∬型の第6株並に第20株の免疫血清には爾菌株互ぴに凝集する他に矢張第五

型に属する第25株，第35株，第40株がPtilfit清に凝集した。第皿，第IV型に於ては當該

菌株にのみ凝集しInulin， Salicin， Glycerin一分解菌株の第7株，第14株の三寸血清には

尋者互ぴに凝集陽性であった。以上の如く凝集反慮に於ては共通な凝集原を有するも
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のは甚だ少く糖類分解試験との一丁目見るものは稀である。

    座  長（自43番至45番）    長谷川鎮一郎

43・「クループ」性肺炎患者に於ける尿中「if t

  タミン」C量の消長に就て

（本誌原著滲照）

東京警察病院内科

   池  田 頭  子

    44．麻疹肺炎の血清療法に就て

                   東京女子讐學專門學校病院小見科教室

                       中  村   ：京  子

 麻疹肺炎の治療tcim清を二二せるは1896年Weisbccker氏が「麻疹恢復期患者血清を

麻疹肺炎4例に試み著効を奏したり」との報告を最初と致します。その後欧米に於き

まして数氏の追試あり何れも効を認められたるうち，Degkwitz氏が，「麻疹豫防に恢復

期患者血清に代るに，麻疹を経過せる健康成人の血清を以てしても有効なり」との二

三成績を蛮表して三二，麻疹の治療として，豫防に於ける三盛ではなくとも，ボツボ

ヅ成人血溝叉はその血液が慮用せられる様になり，吾國に於きましても，辻本，古賀

北，宇留野，山丙，小川，中田1後藤，其他諸氏の治験例の報告がありますが，何れ

も「麻疹肺炎には試むべき良法なりと」結論されて居ります。

 近年私共の小児科に入院せる麻疹肺炎のうち，比較的重症なもの21例に本法を行ひ

まして少しく観察した結果を御報告口し上げます。

 先づ治癒例14例について血清注射前及び注射後の欣態に就き，顔貌，機嫌，食欲，

睡眠，呼吸困難，循環器障碍，艘濫（最高一最低）杢身状態，胸部庭見，咳嚇，等の條

項に分ち観察して見ました。注射後頓挫的に全身朕態の輕決を見たるものが第一．第

三．第四．及第六例でありまして，何れも注射前は，苦悶欣，不安，冗奮状態を呈せ

るものが只一同の注射後，急に睡眠障碍も去り食欲も出で，顔貌もよくなり，玩具を

持ち度い様子を示したりして，私共も飴りの攣化に驚きました。叉第一例及第二例で

は今迄高熱の弛張が績v・たものが一同の注射後弛張性の高書がパツタリと．止り輕熟と

なり，從って全身朕態も輕快に向って居ります。次に第三例及第七例に於きましては

注射前は呼吸困難甚だしく，舌乾燥し舌苔厚く，口渇あり，重篤なるを疑はなかった

のが，第一同の注射後呼吸は急に安静となりました。然しこの際胸部庭見は之と併行

しては居りませ・んで漸次輕快に向って居る様であります。次に第五・第八・第十一一例
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